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�岩⽥慶治とは誰か。本発表では「京都学派およびポスト京都

学派」という⽂脈に岩⽥慶治の⼈類学を置くことで、岩⽥の描

こうとした⾵景に新たな光を当ててみたい。

�そのための出発点として、本発表ではまず岩⽥の⽂化相対主

義批判を紹介し、近年の（多⾃然主義的）⽂化相対主義批判と

対⽐することで、岩⽥の存在論的⼈類学の特徴を描く。具体的

には、岩⽥が（⽂化相対主義の原型の⼀つである）ルース・ベ

ネディクトを批判する際に登場する〈同時〉という考え⽅をみ

る。

�つづいて、80年代から90年代にかけての岩⽥の議論̶̶そのア

ニミズム論・シャーマニズム論、「創造⼈類学」という知の新

たな形の探究の試み、晩年の境地̶̶をあとづけ、岩⽥の歩み

における「京都学派およびポスト京都学派」という⽂脈に光を

当てる。岩⽥が「キラキラ」と呼ぶような⾵景、万物が呼応す

る〈同時〉の場所、直接無媒介の世界と、「京都学派およびポ

スト京都学派」という⽂脈との相互照射を試みることで、岩⽥

の⾵景を描きなおしてみたい。

https://forms.gle/ZVDPR1wdTWTdZNog8

参加申し込み

岩⽥慶治：
「京都学派およびポスト京都学派」
という⽂脈において

（関⻄⼤学⾮常勤講師）


